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鈴木典子さん（一迫）・高橋史仁さん（瀬峰）

12㌻

｢私もひとこと｣ 24㌻
初の｢まちなかプチ議会｣ 22㌻
タクシー助成など１9人が登壇

4㌻令和５年度 決算を認定
一 般 質 問

2㌻議員「３減」可決
決算
審査

ポスター部門

特選

令和５年度「川をきれいに」児童図画コンクール
　より身近で市民に親しまれる
「市議会だより」を目指し、表紙
には市内の児童・生徒の作品を掲
載しています。
　今回は、北上川水系水質汚濁対
策連絡協議会の主催で北上川流域
市町村（宮城県内）の小学生を対
象としたポスター絵画コンクール
で特選となった作品です。

栗原市立金成小中学校児童（４年生）作

報 告

市議会だより市議会だより



問
　
特
別
委
員
会
で
は
、「
現

状
維
持
」・「
２
減
」・「
４
減
」

の
３
案
が
あ
っ
た
。

　
な
ぜ
「
３
減
」
を
提
案
す
る

こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

答　

特
別
委
員
会
で
の
採
決
の

結
果
、
削
減
の
人
数
は
決
ま
ら

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
賛
成
多

数
で
「
削
減
」
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
賛
成
者
で
人
口
や

面
積
な
ど
類
似
す
る
自
治
体
の

議
員
数
と
人
口
の
割
合
や
状
況

な
ど
に
基
づ
き
総
合
的
に
協
議

を
お
こ
な
っ
た
。

　

そ
の
結
果
「
３
減
」
の
結
論

に
至
っ
た
。

問　

定
例
議
会
ご
と
に
多
く
の

議
員
か
ら
一
般
質
問
な
ど
で
政

策
提
言
が
さ
れ
て
い
る
。
地
域

の
代
表
者
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
の
で
、
多
様
性
の
あ
る
議
員

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　

削
減
に
も
限
界
は
あ
る
。

地
域
の
代
表
者
と
し
て
研け

ん

鑽さ
ん

を

積
み
、
議
員
は
栗
原
の
代
表
者

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
励
ん
で

ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
。
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削
減
２
と
４

「
３
減
」
な
ぜ

　

令
和
６
年
２
月
定
例
議
会
に
お
い
て
議
会
は
、
人
口
減
少
に
伴
う
議
員
定
数
の
あ
り
方
、
議
会
基
本

条
例
の
検
証
な
ど
の
課
題
を
抱
え
、
こ
れ
ま
で
の
議
会
活
動
を
全
体
的
に
検
証
す
る
と
と
も
に
、
議
会

と
し
て
総
合
的
に
調
査
・
研
究
を
行
う
た
め
、
議
長
を
除
く
22
人
で
構
成
す
る
「
栗
原
市
議
会
の
あ
り

方
調
査
特
別
委
員
会
」（
以
下
、
特
別
委
員
会
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
の
第
１
小
委
員
会
で
、「
議
員
定
数
」
に
つ
い
て
９
回
に
お
よ
ぶ
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
結
論
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な
お
、
結
論
を
委
ね
ら
れ
た
特
別
委
員
会
で
は
「
削
減
」
と
な

り
ま
し
た
。

　

９
月
定
例
議
会
で
は
、
議
員
定
数
「
３
減
」
と
す
る
条
例
を
議
員
発
議
に
よ
り
賛
成
多
数
で
原
案
の

通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

施
行
は
次
回
の
選
挙
か
ら
と
な
り
ま
す
。

ま
し
た
。

投
票
の
結
果
、「
削
減
」
11
人
、

「
現
状
維
持
」
９
人
で
、「
削
減
」

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
、
２
人
の
委
員

が
欠
席
し
た
た
め
、
投
票
に
は

加
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
後
、「
削
減
」
に
賛
成

す
る
議
員
で
、
市
と
同
規
模
の

自
治
体
や
県
内
、
市
の
状
況
な

ど
に
基
づ
き
協
議
し
、「
３
減
」

に
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、

議
員
定
数
「
３
減
」
の
条
例
が

議
員
の
発
議
で
提
案
さ
れ
、
多

く
の
質
疑
（
３
ペ
ー
ジ
討
論
参

照
）
が
あ
り
ま
し
た
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
13
、
反

対
９
の
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま

し
た
。

７
月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
第

７
回
の
特
別
委
員
会
で
、「
現

状
維
持
」、「
２
減
」、「
４
減
」

と
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
会
派
な
ら

び
に
無
会
派
の
委
員
が
意
見
を

述
べ
ま
し
た
。

し
か
し
、
削
減
の
数
ま
で
に

至
ら
な
か
っ
た
た
め
、「
削
減
」

と
「
現
状
維
持
」
の
採
決
を
投

票
に
よ
り
決
定
す
る
こ
と
に
し

特
別
委
員
会

削
減
決
め
る

議
員
発
議
で
可
決

議
員
定
数
「
３
減
」

定
数
減
を
議
員
発
議

�

「
３
減
」
賛
成
多
数
で
可
決

特別委員会

議員　3減の「21」

特別委員会



　

市
は
、
８
０
５
平
方
㌔
と
県

内
一
の
広
さ
で
あ
る
。
過
疎
化

が
進
行
、
福
島
第
1
原
発
放
射

能
汚
染
被
害
を
受
け
た
。
削
減

は
、
議
会
の
権
能
を
弱
め
意
見

の
反
映
が
困
難
に
な
る
。
ハ
ー

ド
ル
は
、
高
く
な
り
、
若
者
・

女
性
の
参
加
は
、
遠
く
な
る
。

多
様
な
人
材
の
活
躍
が
求
め
ら

れ
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

　

市
民
の
ご
指
摘
も
踏
ま
え
、

た
い
へ
ん
苦
し
い
こ
と
で
は
あ

る
が
、
今
こ
そ
「
身
を
切
る
改

革
」
を
断
行
し
、
た
と
え
議
員

の
数
が
減
っ
た
と
し
て
も
、
議

員
一
人
一
人
が
こ
れ
ま
で
に
も

ま
し
て
力
を
発
揮
し
な
が
ら
、

栗
原
市
議
会
の
機
能
を
し
っ
か

り
と
果
た
し
て
い
け
る
と
信
ず

る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
議
会
は
、
住
民
の
声
を

自
治
体
に
反
映
さ
せ
る
住
民
の

代
表
機
関
だ
。
各
地
域
、
各
世

代
か
ら
の
声
を
代
弁
す
る
議
員
、

さ
ら
に
は
現
在
１
人
し
か
い
な

い
女
性
議
員
の
割
合
を
上
げ
る

こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
き
、
議

員
に
な
る
敷
居
を
自
ら
高
く
す

る
必
要
は
全
く
な
い
。

定
数
削
減
に
は
反
対
で
あ
る
。

　

人
口
と
面
積
が
栗
原
市
と
同

規
模
な
の
は
、
全
国
に
６
市
あ

る
。
議
員
定
数
が
24
人
は
栗
原

市
が
最
多
で
、
他
は
19
人
か
ら

22
人
だ
。
ま
た
、
栗
原
市
は
広

い
と
は
い
え
、
居
住
地
は
総
面

積
の
46
％
だ
。
財
政
力
指
数
は

県
内
の
市
で
最
低
で
、
定
数
削

減
で
確
保
し
た
財
源
で
市
民
の

福
祉
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

私
は
「
反
対
」

私
は
「
賛
成
」

議
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

意見が
分かれる

　
12
月
定
例
議
会
で
は
、
１
件
の
議
員
発
議
に
よ
り
、
意
見
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
、
意
見

書
を
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。�

（
要
約
し
て
掲
載
）

佐
藤
　
　
悟 

議
員

佐
藤
　
文
男 

議
員

三
浦
　
善
浩 

議
員

佐
々
木
　
嘉
郎 

議
員

反
対

反
対

賛
成

賛
成

討論
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　　　　　　　　　　議員氏名

件　　名　　　　　　　　　

議
決
結
果

採　　　決　　　結　　　果

鹿
野
　
芳
幸

佐
藤
　
久
義

佐
々
木
　
嘉
郎

佐
藤
　
　
勇

三
塚
　
　
東

髙
橋
　
義
雄

小
野
　
久
一

菊
地
　
広
志

高
橋
　
勝
男

相
馬
　
勝
義

阿
部
　
貞
光

髙
橋
　
　
将

佐
藤
　
　
悟

佐
藤
　
文
男

佐
藤
　
千
昭

石
川
　
正
運

五
十
嵐
　
勇

菅
原
　
麻
紀

三
浦
　
善
浩

尾
形
　
勝
通

菅
原
　
勇
喜

濁
沼
　
一
孝

高
橋
　
　
渉

議員定数条例（３人減） 可
決 賛 賛 賛 反 賛 賛 反 賛 反 反 賛 賛 反 反 賛 賛 賛 賛 賛 反 反 反 －

「賛成」・「反対」の一覧表

※「賛」⇒賛成した議員、「反」⇒反対した議員、「－」⇒議長のため表決に加わらない

特別委員会

議員　3減の「21」

特別委員会

緊張感が漂う議場
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９
月
定
例
議
会
は
、
９
月
10
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
の
24
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
に
は
19
人
の
議
員
が
登
壇
し
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
条
例
の
一
部
改
正
や
、
補
正
予
算
な
ど
を
審
議
し
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
事
業
会
計
の
決
算
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し

集
中
審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
ま
た
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月
18
日
に
拙
速
な
宿
泊
税
導
入
に
反
対
す
る
意
見
書
お
よ
び
要
望
書
を
全
会
一
致
で

可
決
し
意
見
書
は
県
知
事
へ
提
出
し
、
要
望
書
を
県
議
会
へ
提
出
し
ま
し
た
。（
23
ペ
ー
ジ
参
照
）

民
生
費
は
、
若
柳
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
の
整
備
な
ど
に
よ
り

１
１
５
億
３
０
８
８
万
円
。

教
育
費
は
、
市
立
学
校
の
給

食
費
無
償
化
や
、
特
別
支
援
学

校
に
通
学
す
る
生
徒
な
ど
の
給

食
費
を
補
助
す
る
取
り
組
み
な

ど
に
よ
り
50
億
８
１
８
７
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
市
立
学
校
の
給
食
費

無
償
化
に
よ
る
決
算
額
は
、
２

億
２
５
０
０
万
円
ほ
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

歳
入
歳
出
の
差
引
額
は
、
12

億
６
２
６
５
万
円
と
な
り
ま
す

が
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
額
が
１

億
８
７
１
0
万
円
で
、
実
質
収

支
は
、
10
億
７
５
５
５
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
は
、
令
和
４
年
度
に
比

べ
、
市
税
、
１
億
４
６
０
９
万

円
減
の
75
億
２
４
４
８
万
円
。

地
方
交
付
税
は
、
２
億
４
３

６
８
万
円
減
の
１
８
５
億
５
９

１
３
万
円
。
県
支
出
金
は
、
１

億
４
６
３
１
万
円
増
の
23
億
８

３
９
４
万
円
。
市
債
は
、
１
億

８
１
１
０
万
円
減
の
26
億
９
１

２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
は
、
総
務
費
に
お
い
て
、

「
書
か
な
い
・
待
た
な
い
・
い

か
な
い
窓
口
」
の
ス
マ
ー
ト
窓

口
の
仕
組
み
構
築
な
ど
に
よ
り

48
億
７
９
１
万
円
。

歳入
457億
5,639万円

歳

令和5年度一般会計 10億7,555万円の黒字

出
444億
9,374万円

学
校
給
食
の
無
償
化

決
算
額
２
億
2500
万
円

令
和
５
年
度 

決
算

決　算

南部学校給食センター
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議会インターネット
中継委託料  175万円

議員報酬
 　１億4,873万円

費用弁償
　　　３７７万円

議会だより
　　　５４６万円

（単位：円）

市民１人あたり支出額
２９円

市民１人あたり支出額
２,４２６円

令和５年度「政務活動費」の収支一覧表

市民１人あたり支出額
６１円

市民１人あたり支出額
８９円

※市民１人あたりの支出額は令和６年３月末
　現在の栗原市の人口で計算しています。

・令和５年度は、研修費、資料作成費、広報広聴費、会議費、人件費、要請・陳情活動費の支出はありませんでした。
・栗原市では申請した会派に、議員１人あたり月額２万５, ０００円を交付しており、使わなかった金額は年度末に返還することになります。
・日本共産党栗原市議団は政務活動費を申請していません。
・人数は、令和６年３月３１日時点になります。

ピックアップ
一般会計

議会の決算を見る

会派または
議員名

市民
くりはら

新清流
政策

フォーラム
立憲・社民 

フォーラム栗原
創成会 五十嵐勇 三浦善浩 尾形勝通 合　計

人　　　数 5 人 5 人 3 人 2人 2人 0人 1人 1人 19 人

交付決定額（当初）1,800,000 1,200,000 1,200,000 600,000 0 300,000 300,000 300,000 5,700,000

交付決定額（最終）1,525,000 1,450,000 950,000 600,000 550,000 25,000 300,000 300,000 5,700,000

支
出
項
目

調査研究費 690,041 269,790 316,020 542,150 276,410 2,094,411

資料購入費 33,000 5,060 126,557 3,850 168,467

事 務 費 13,600 13,600 31,150 28,430 5,440 8,264 2,720 103,204

支　出　額 703,641 316,390 352,230 28,430 547,590 0 134,821 282,980 2,366,082

返　還　額 821,359 1,133,610 597,770 571,570 2,410 25,000 165,179 17,020 3,333,918

議　　会
―議会費―

○議員報酬
　　1億1,451万円
○議会だより印刷製本費
　　　　  368万円
○インターネット中継
　システムの委託料
　　　　  179万円

総額

総額

総額 総額 総額

45億8,736万円

6,101万円

18億8,671万円 58億1,868万円 65億5,107万円

総額総額 総額 総額 総額

総額

52億4,641万円 171億7,374万円 53億2,028万円 27億8,447万円

25億5,443万円

2億6,564万円

総　　務
―総務費―

○庁内ネットワーク
　無線化の推進
　　     4,560万円

○100円バス・デマ
　ンド交通の実施
　   3億5,528万円

○若者定住の促進
　　　  5,297万円

福　　祉
―民生費―

〇若柳幼保連携型認定
　こども園整備事業
　　　　１億６万円

○子育て応援医療費助成金
　　　 ２億69万円

○子育て支援金支給
　　　  1,642万円

健康・衛生
―衛生費―

○大崎市民病院救命救急
　センター運営の負担金
　　　  4,996万円

○風しん予防対策
　　　　  739万円

―農林水産業費―

建　　設
―土木費―

○道路の安全維持管理
　10億9,289万円

○市道の新設および
　改良
　  3億9,333万円

○公園の整備
　　    4,477万円

労　　働
―労働費―

○シルバー人材
　センターの補助金
　　　  1,074万円

○勤労者ライフ
　ローンの貸付金
　　　  5,000万円

防　　災
―消防費―

○消防指令センター
　指令装置の更新
　　1億7,182万円

○消防自動車等整備
　　　  8,170万円

教　　育
―教育費―

○学校ＩＣＴ環境の
　推進
　　9億1,788万円

○若柳公民館の整備
　　　4億798万円

○スクールバス運行
　　6億6,147万円

その他
―災害復旧・公債費―

○災害復旧費
　10億2,298万円

○公債費
　55億2,809万円

※主な事業を掲載しています。  ※万円未満四捨五入

５年間の一般会計歳出決算の推移市債（借金）と基金（貯金）の状況
一般会計

市 債
（借金）

407億7,647万円

66万5,000円
市民1人あたり

基 金
（貯金）

193億7,067万円

31万5,905円
市民1人あたり

令和６年３月末人口 : ６万1,318人

※金額などは市の決算概要より引用しています。
※市債は国の交付税が算入（306億9,900万円）される分も含まれています。

農林水産

商工・観光
―商工費―

○新型コロナウイルス
　感染症拡大防止協力金
　　　  9,010万円

○Ｇｏ湯くりはら温泉
　７割引キャンペーン
　　   1億676万円

○農林漁業者経営
　継続の支援
　　　  5,626万円

○野生鳥獣の対策
　　　  1,534万円

○くりはら和牛の郷づくり
　支援強化事業補助金
　　　  2,521万円

こんなふうに使われた市のお金

R４年度R３年度R２年度R元年度

522億
4,979万円

440億
9,993万円

R５年度

450億
8,259万円

444億
9,374万円借金

貯金

461億
413万円

決　算・政務活動費
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決算審査

　
公
園
内
の
遊
具
を
撤

去
し
た
数
と
修
理
、
修

繕
し
た
数
は
い
く
ら
か
。

　

修
繕
が
16
基
、
更
新

が
８
基
、
撤
去
が
11
基

と
な
っ
て
い
る
。

　
遊
具
点
検
の
講
習
を

し
て
い
る
が
、
講
習
は

誰
を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

　

職
員
を
対
象
と
し
て

講
習
を
行
い
、
講
習
し

た
内
容
を
別
の
職
員
に
伝
え
、

よ
り
多
く
の
職
員
が
点
検
を
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

点
検
は
１
カ
月
に
１
回
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
入
湯
税
は
収
納
率
が

１
０
０
％
は
当
た
り
前

で
あ
る
が
、
遅
れ
は
な
い
か
。

　

滞
納
は
な
い
が
、
納

期
遅
れ
は
あ
る
。

　
最
大
何
カ
月
の
遅
れ

で
金
額
は
い
く
ら
か
。

入
湯
税
は
お
客
様
か
ら
一
時
的

に
預
か
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、

納
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
も
の

で
は
な
い
か
。

　

納
期
遅
れ
は
最
大
４

カ
月
で
約
１
０
０
万
円

で
あ
る
。
延
滞
料
も
督
促
料
も

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
土
地
改
良
事
業
補
助

金
を
４
５
０
万
円
支
出

し
て
い
る
が
、
件
数
は
何
件
か
。

　

13
件
で
あ
る
。
内
容

は
ポ
ン
プ
の
修
繕
、
給

水
管
修
繕
、
Ｕ
字
溝
の
敷
設
、

た
め
池
の
取
水
施
設
の
修
繕
と

な
っ
て
い
る
。

　
最
大
40
万
円
の
補
助

金
と
認
識
し
て
い
る
。

ポ
ン
プ
な
ど
は
金
額
が
高
価
に

な
る
の
で
補
助
金
を
上
げ
る
な

ど
は
考
え
て
い
る
の
か
。

　

補
助
金
の
金
額
を
上

げ
る
こ
と
は
想
定
し
て

い
な
い
。

　
市
税
個
人
分
の
収

※

入

未
済
額
が
３
２
７
０
万

円
あ
る
が
、
昨
年
度
よ
り
も
増

え
て
い
る
。
要
因
は
何
か
。

　

修
正
申
告
の
１
４
０

０
万
円
の
課
税
分
が
翌

年
度
に
繰
り
越
し
た
た
め
で
あ

る
。

　
現
年
度
分
の
収
入
未

済
額
は
確
実
に
納
入
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る
の
か
。

　

督
促
や
催
告
、
ま
た

は
、
差
し
押
さ
え
な
ど

の
手
続
き
を
し
、
不※

納
欠
損
に

な
ら
な
い
よ
う
徴
収
に
努
め
る
。

問

問

問

問

問問

問問 答

答答

答

答

答

答

答

歳　入 歳　入

農　業 公　園

決 算 審 査

聞ここ
が きたい

五十嵐　勇　委員長

※収入未済額→市が税金などを徴収しようとする際に、予定される収
入金額を出納閉鎖日の５月末まで収納されなかった金額なにこれ



　

令
和
５
年
度
は
、「
市
民

が
創
る
く
ら
し
た
い
栗
原
」

の
実
現
に
む
け
た
第
２
次
栗

原
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計

画
の
２
年
目
の
年
で
あ
り
、

す
こ
や
か
子
育
て
支
援
金
事

業
の
充
実
、
市
立
学
校
給
食

費
の
無
償
化
な
ど
に
取
り
組

ま
れ
た
。

　

市
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
の
進
行
と
と
も
に
生

産
年
齢
人
口
も
減
少
し
続
け

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
担
い
手
不

足
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
維
持
・
存
続
が
困
難

に
な
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
課
題
に
対
し
、
行

政
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い

課
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
市

民
と
の
協
働
の
必
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
と
行
政
が
地
域
の
課
題

に
対
し
、
と
も
に
手
を
携た

ず
さえ
、

「
市
民
が
創
る
く
ら
し
た
い

栗
原
」
の
実
現
を
目
指
し
て

第
２
次
総
合
計
画
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
事
業
推
進
に

邁ま
い

進し
ん

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す

る
。

　

財
政
状
況
は
、
有
利
な
起

債
や
各
種
基
金
の
活
用
を
行

い
な
が
ら
、
必
要
性
、
緊
急

性
な
ど
を
基
に
予
算
編
成
を

し
て
い
る
。

　

歳
入
の
柱
で
あ
る
普
通
交

付
税
の
収
入
額
は
前
年
度
を

や
や
上
回
る
額
と
な
っ
た
が
、

公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
経

費
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
か
ら

経
常
経
費
の
増
加
が
見
込
ま

れ
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状

況
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
こ
の
た
め
、
将
来
に
わ

た
り
安
定
的
な
財
政
運
営
が

行
え
る
よ
う
、「
第
３
次
栗

原
市
行
政
改
革
大
綱
」
の
取

り
組
み
を
着
実
に
実
行
し
、

既
存
の
事
務
事
業
と
事
業
の

取
捨
選
択
を
し
な
が
ら
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
に
一
層

努
め
ら
れ
た
い
。

審
査
意
見

代
表
監
査
委
員
　
武
田
　
孝
一

決算
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決算審査

　
栗
原
南
中
学
校
の
倒

木
撤
去
緊
急
復
旧
と
あ

る
が
、
い
つ
発
生
し
、
そ
の
後

各
学
校
で
緊
急
点
検
や
対
策
は

し
た
の
か
。

　

発
生
は
令
和
５
年
３

月
13
日
で
、
強
風
に
よ

り
プ
ー
ル
に
木
が
倒
れ
、
更
衣

室
が
破
損
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

他
県
の
キ
ャ
ン
プ
場
で
倒
木

に
よ
り
亡
く
な
っ
た
事
故
を
受

け
、
４
月
に
学
校
の
樹
木
を
確

認
し
、
危
険
な
も
の
は
伐
採
、

枝
の
切
り
落
と
し
な
ど
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

　
休
日
の
総
合
支
所
の

窓
口
の
受
付
は
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

築
館
、
金
成
総
合
支

所
で
休
日
開
庁
し
て
い

た
が
、
利
用
者
が
少
な
く
な
っ

て
き
た
た
め
、
令
和
５
年
12
月

で
サ
ー
ビ
ス
は
終
了
し
た
。

　
休
日
に
死
亡
届
を
出

し
た
際
の
対
応
は
職
員

な
の
か
。
手
間
が
か
か
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
ど
う
か
。

　

対
応
は
警
備
員
に
お

願
い
し
て
い
る
。
お
待

た
せ
し
な
い
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
基
づ
き
研
修
を
し
て
い
く
。

　
胃
が
ん
、
大
腸
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
は
国
の
基

準
よ
り
対
象
年
齢
を
引
き
下
げ
、

受
診
率
を
上
げ
る
こ
と
と
し
て

い
る
が
、
国
と
の
違
い
は
何
か
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
と
比
べ
て

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　

胃
が
ん
は
国
が
50
歳

以
上
、
市
は
30
歳
以
上
。

大
腸
が
ん
は
国
が
40
歳
以
上
、

市
が
30
歳
以
上
。
乳
が
ん
は
国

が
40
歳
以
上
、
市
は
30
歳
以
上
。

受
診
率
は
、
令
和
４
年
度
に
比

べ
て
令
和
５
年
度
は
横
ば
い
で

あ
る
。

　
地
域
再
生
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
事
業
は
令
和
５
年

度
中
、
何
回
来
て
も
ら
っ
て
い

る
の
か
。

　

総
稼
働
85
日
、
市
内

で
は
21
日
間
稼
働
し
て

い
た
だ
い
た
。

　
業
務
委
託
を
し
て
い

る
部
分
は
こ
ち
ら
に
来

な
く
て
も
指
導
し
て
も
ら
っ
て

い
る
の
か
。

　

栗
駒
山
麓
の
め
ぐ
み

関
連
の
メ
ニ
ュ
ー
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア

ッ
プ
や
新
商
品
の
開
発
、
デ
ザ

イ
ン
を
お
願
い
し
て
い
る
。

問

問問

問

問問 答

答

答答

答

答

観　光 生　活

健　康 教　育

※不納欠損→未納となっている市の債権のうち、徴収の見通しが立た
ないなどの理由で未収金から除くことなにこれ


